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地
方
を
取
り
巻
く
社
会

経
済
情
勢
な
ど　
　
　

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
日
本
の
総
人

口
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
昨
年
５

月
に
有
識
者
で
つ
く
る
日
本
創
成
会

議
の
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会

が
、「
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
地
方
元

気
戦
略
」
と
い
う
提
言
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
中
に
は
、「
地
方
か
ら

の
人
口
流
出
が
こ
の
ま
ま
続
く
と
、

人
口
の
再
生
産
力
を
示
す
20
〜
39
歳

の
若
年
女
性
人
口
が
、
２
０
４
０ 

年
ま
で
に
50
％
以
上
減
少
す
る
市
町

村
が
全
体
の
49
・
８
％
に
あ
た
る

８
９
６
市
町
村
に
の
ぼ
る
と
推
計
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
市
町
村
で
は
、
い
く

ら
出
生
率
が
上
が
っ
て
も
将
来
的
に

は
消
滅
す
る
お
そ
れ
が
高
い
」
と
い

う
衝
撃
的
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
内
閣
府
が
昨
年
８
月
に
発

表
し
た
「
農
山
漁
村
に
関
す
る
世
論

調
査
」
で
は
、「
都
市
地
域
」
ま
た

は「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
都
市
地
域
」

に
住
ん
で
い
る
人
の
約
３
割
が
農
山

漁
村
地
域
に
定
住
し
て
み
た
い
と
い

う
願
望
が
あ
り
、
そ
の
割
合
は
９
年

前
の
前
回
調
査
に
比
べ
て
約
１
割
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
国
で
は
、

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確

に
対
応
し
て
地
方
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
東
京
圏

へ
の
過
度
の
人
口
集
中
を
是
正
し
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
方
を
創
生
し
て
将

来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
日
本
社
会
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
昨

年
12
月
27
日
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
国
の
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
）」
及
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
国
の
総
合

戦
略
）」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

も
、
国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦

略
を
勘
案
し
つ
つ
、「
地
方
人
口
ビ
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平
成
27
年
の
位
置
付
け

　

さ
て
、
平
成
27
年
は
、
合
併
に
よ

り
紀
北
町
が
誕
生
し
て
10
年
と
な
る

大
き
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
３
月
、
紀
勢
自
動
車
道
の
紀

伊
長
島
Ｉ
Ｃ
か
ら
海
山
Ｉ
Ｃ
間
が
開

通
し
、
両
区
の
間
の
時
間
・
距
離
が

短
縮
さ
れ
て
町
の
一
体
感
が
さ
ら
に

高
ま
る
中
、
来
年
３
月
末
を
も
っ
て

地
域
自
治
区
を
廃
止
す
る
こ
と
が
決

定
し
、
紀
北
町
の
新
た
な
歴
史
を
刻

む
一
歩
と
な
る
重
要
な
年
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
紀
北
町
第
１
次
総

合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
も
、
次
の

10
年
に
向
け
た
仕
上
げ
の
段
階
に

入
っ
て
い
き
ま
す
。
町
の
将
来
像
で

あ
る
「
自
然
の
鼓
動
を
聞
き　

み
な

が
集
い
、
に
ぎ
わ
う　

や
す
ら
ぎ
の

あ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、「
安

全
・
安
心
」、「
に
ぎ
わ
い
」、「
人
・

地
域
の
元
気
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
３

つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心

に
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。３

つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
進
め
方

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
27

年
度
は
、
こ
れ
か
ら
申
し
上
げ
る
基

本
的
な
考
え
方
に
沿
っ
て
、
３
つ
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仕
上
げ
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、「
犠
牲
者
『
０
』
を
め
ざ
す
、

減
災
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す

が
、
地
震
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
第
１
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、

「
よ
り
早
く
、
よ
り
高
く
」
を
合
言

葉
に
、
各
自
主
防
災
会
か
ら
の
要
望

を
踏
ま
え
、
避
難
路
整
備
な
ど
、
高

台
へ
の
避
難
に
必
要
と
な
る
環
境
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
引

き
続
き
避
難
路
な
ど
の
整
備
や
自
主

防
災
会
に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
県
の
新
た
な
地
震
津
波
被
害

想
定
に
基
づ
き
、
津
波
浸
水
域
を
示

し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、

中
州
地
区
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
建

設
す
る
と
と
も
に
、
相
賀
本
地
地
区

の
津
波
避
難
ビ
ル
と
な
る
公
共
施
設

の
整
備
に
着
手
す
る
ほ
か
、
三
重
紀

北
消
防
組
合
と
連
携
し
海
山
消
防
署

の
移
転
計
画
を
具
体
化
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
３
月
末
に
完
成
の
紀

勢
自
動
車
道
地
域
振
興
施
設
内
に
防

災
拠
点
機
能
を
確
保
し
て
い
き
ま

す
。

　

台
風
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
自
然
災

害
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
雨
水
排

水
対
策
に
か
か
る
調
査
を
実
施
す
る

ほ
か
、
排
水
機
場
の
長
寿
命
化
や
海

岸
保
全
施
設
の
整
備
、
道
路
・
河
川

の
整
備
や
橋
り
ょ
う
の
耐
震
化
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
対
策
と
併
せ
て
、
防

災
教
育
や
防
災
意
識
を
高
め
る
啓
発

活
動
な
ど
、
防
災
・
減
災
に
資
す
る

ソ
フ
ト
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

次
に
、「
交
流
人
口『
２
０
０
万
人
』

を
め
ざ
す
、
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
が
、
昨
年
度
整
備

を
進
め
て
い
た
紀
勢
自
動
車
道
地
域

振
興
施
設
（
愛
称
：
始
神
テ
ラ
ス
）

が
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ

の
施
設
は
、
紀
勢
自
動
車
道
の
通
行

者
に
本
町
の
魅
力
あ
る
物
産
や
食
の

販
売
な
ど
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
休

営
責
任
な
ど
を
都
道
府
県
に
移
行

し
、制
度
を
安
定
化
さ
せ
る
改
革
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
の
実
施
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
中
長
期
的
に
受
益
と
負
担

の
均
衡
を
図
り
、
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
の
確
立
を
目
指
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
改
革
が
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

地
震
津
波
対
策
ば
か
り
で
な
く
、

昨
年
８
月
に
発
生
し
た
広
島
市
の
土

砂
災
害
な
ど
を
教
訓
に
、
昨
今
の
局

所
的
豪
雨
の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
国
土
強
靭
化
推
進
の
観
点

も
含
め
て
、
防
災
気
象
情
報
や
避
難

勧
告
な
ど
の
防
災
情
報
の
伝
達
、
避

難
勧
告
を
受
け
た
際
の
適
時
適
切
な

行
動
の
整
理
や
避
難
計
画
の
策
定
と

訓
練
の
実
施
、
発
災
後
の
迅
速
な
復

旧
策
な
ど
に
つ
い
て
、
中
央
防
災
会

議
「
防
災
対
策
実
行
会
議
」
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
総
合
的
な
対
応

策
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
併
せ
て
、
老
朽
化
す
る
道
路

や
橋
り
ょ
う
な
ど
の
点
検
、
補
修
な

ど
ハ
ー
ド
対
策
も
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
・
確
保
が
重
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ン
」
及
び
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
自
主
的
・
主
体
的
に
活

力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
に
関
し
て
は
、
昨
年
４
月
に
８
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
消
費
税
の
10
％

へ
の
増
税
が
平
成
29
年
４
月
ま
で

18
ヵ
月
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
で
、
そ
の
増
税
分
を

財
源
と
す
る
社
会
保
障
制
度
の
改
革

に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
予
定
ど

お
り
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

待
機
児
童
の
解
消
や
保
育
士
の
処

遇
改
善
な
ど
を
実
現
す
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
の
施
行
は
、
平

成
27
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
給

付
や
、
老
齢
基
礎
年
金
受
給
資
格
期

間
の
短
縮
な
ど
は
、
平
成
29
年
４
月

か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運

は
じ
か
み

き
ょ
う
じ
ん

3



て
、
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

拠
点
と
し
て
、
相
賀
本
地
地
区
に
屋

内
温
水
プ
ー
ル
を
備
え
た
健
康
増
進

施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
医
療
費
の
無
料
化
や
子
育

て
世
代
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
稼
働
に
よ
る
子
育
て

支
援
の
充
実
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
介
護
・
訓
練
等
給
付
を
は
じ
め
と

す
る
障
が
い
者
へ
の
支
援
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り

に
資
す
る
施
策
や
地
域
で
の
見
守
り

活
動
を
推
進
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
福
祉
体
制
の
確
立
を
目
指
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
が
ん
検
診
の
無
料
化
や

予
防
接
種
へ
の
助
成
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
健
診
機
会
の
充
実
や
健
康

相
談
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
病
気
の

予
防
や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
が
る
保
健
事
業
を
進
め
ま
す
。

予
算
編
成
の
考
え
方
と

予
算
規
模

　

こ
の
よ
う
な
中
、
厳
し
く
な
っ
て

い
く
財
政
状
況
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

情
勢
の
変
化
を
し
っ
か
り
認
識
し
た

う
え
で
、
将
来
に
わ
た
り
財
政
の
健

全
性
を
維
持
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
積
極
的
に
町
民
の
皆
様

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
基

本
と
し
て
次
の
と
お
り
予
算
編
成
を

行
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
総
額
は
、

93
億
３
，
０
５
５
万
３
千
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
較
し
２
億
１
，

４
３
５
万
4
千
円
の
減
額
で
２
・

２
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

紀
勢
自
動
車
道
地
域
振
興
施
設
整
備

事
業
や
紀
北
作
業
所
増
改
修
事
業
負

担
金
な
ど
の
大
型
事
業
の
完
了
に
よ

る
も
の
で
す
が
、
平
成
27
年
度
は
津

波
避
難
施
設
と
し
て
、
中
州
地
区
の

津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
、
相
賀
本
地

地
区
の
社
会
体
育
施
設
の
設
計
、
海

山
消
防
署
の
移
転
整
備
の
ほ
か
、
子

育
て
支
援
や
予
防
接
種
事
業
の
充

実
、
町
外
と
の
交
流
を
視
野
に
入
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
、
住
民
に
身

近
な
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
国
・
県
補
助
金
や

合
併
特
例
債
な
ど
の
有
利
な
起
債
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
紀
北
町
第
１
次
総
合

計
画
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
主
な

施
策
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。自

然
と
共
生
し
、
快
適

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

　

基
本
目
標
の
「
自
然
と
共
生
し
、

快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
は
、
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
し
て
、
引
き
続
き
町
民
の

皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
で

は
、こ
れ
ま
で
東
日
本
大
震
災
以
降
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
連
携
の
も
と

「
よ
り
早
く
、
よ
り
高
く
」
を
合
言

葉
に
、
第
１
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
各
自

主
防
災
会
か
ら
の
緊
急
の
要
望
を
中

心
に
、
で
き
る
も
の
か
ら
積
極
的
に

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
自
主
防
災
会
か
ら
の
要
望
に
つ

熊
野
古
道
や
銚
子
川
な
ど
本
町
が
誇

る
深
い
歴
史
・
文
化
や
豊
か
な
自

然
、
あ
る
い
は
豊
か
な
食
や
物
産
を

生
か
し
た
集
客
交
流
を
さ
ら
に
進
め

て
い
き
ま
す
。
と
り
わ
け
、
合
併
10

周
年
を
記
念
し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
な
ど
、
町
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
・
団
体
な
ど
と
協
力
の
う

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
と
連
携

を
図
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
合
宿
の
誘
致
活
動

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に
町

長
杯
の
大
会
を
新
設
し
、
平
成
33
年

の
国
民
体
育
大
会
開
催
に
向
け
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
元
気
づ
く
り

へ
の
機
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、「
健
康
寿
命
『
５
歳
』

延
長
を
め
ざ
す
、
生
涯
元
気
の
ま

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
が
、ま
ず
、

町
民
の
皆
様
が
自
ら
健
康
の
保
持
や

体
力
の
維
持
を
し
っ
か
り
意
識
づ
け

で
き
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
食
事
の
余

分
な
カ
ロ
リ
ー
を
少
し
減
ら
す
と
と

も
に
、
普
段
よ
り
運
動
時
間
を
少
し

長
く
確
保
し
よ
う
と
「
ち
ょ
い
減
ら

し
＋
10
」
を
合
言
葉
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
併
せ

日
に
は
観
光
案
内
人
を
配
置
し
、
熊

野
古
道
や
銚
子
川
な
ど
歴
史
・
自
然

の
魅
力
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま

ち
な
か
各
地
へ
の
誘
導
に
つ
な
げ
る

た
め
の
中
核
施
設
と
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

産
業
振
興
策
と
し
て
は
、
新
規
就

農
者
や
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
生

産
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
一
方
で
、

新
た
に
意
欲
あ
る
事
業
者
の
特
産
品

開
発
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
行
う
な

ど
、
持
続
可
能
な
産
業
の
振
興
、
基

盤
の
安
定
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
対
策
と
し
て
、

プ
ラ
ス
・
テ
ン
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防
災
力
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然

災
害
や
火
災
、
救
急
業
務
へ
の
対
策

で
す
が
、
三
重
紀
北
消
防
組
合
や
紀

北
町
消
防
団
の
装
備
充
実
や
連
携
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
被
害
軽
減
の

た
め
の
早
期
避
難
や
的
確
な
情
報
伝

達
の
た
め
の
防
災
行
政
無
線
や
行
政

放
送
番
組
の
活
用
な
ど
に
加
え
、
水

防
対
応
の
強
化
や
雨
水
排
水
対
策
な

ど
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

次
に
、
環
境
保
全
対
策
で
は
、
３

Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
）
を
推
進
し
、
環
境
へ
の

負
荷
を
低
減
さ
せ
、
排
出
抑
制
、
循

環
処
理
な
ど
を
促
進
す
る
資
源
循
環

型
社
会
の
構
築
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ご
み
減
量
の
啓
発
活

動
と
し
て
、
施
設
の
見
学
会
、
資
源

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
、
広
報

き
ほ
く
な
ど
に
よ
る
周
知
を
行
う
ほ

か
、
ご
み
減
量
化
の
勉
強
会
・
講
座

な
ど
を
実
施
し
、
さ
ら
な
る
ご
み
の

排
出
抑
制
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
活
排
水
対
策
で
は
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
普
及
・
促
進
に
努
め
、
設

置
に
対
し
て
引
き
続
き
支
援
を
行

い
、
く
み
取
り
や
単
独
浄
化
槽
か
ら

の
転
換
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
の
た
め
の
水
質

調
査
、
大
気
環
境
調
査
の
実
施
、
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の
看

板
設
置
や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
防

止
、
資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
監

視
な
ど
を
目
的
と
し
た
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
で
は
、

三
浦
漁
港
海
岸
に
お
い
て
引
き
続
き

堤
防
本
体
工
事
、
古
戸
川
水
門
工
事

の
進
捗
を
図
り
、
矢
口
漁
港
海
岸
に

お
い
て
も
、
引
き
続
き
用
地
の
取
得

を
最
優
先
に
進
め
て
い
く
予
定
で
、

事
業
の
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。

　

鍛
冶
屋
又
官
行
造
林
地
の
深
層
崩

壊
地
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
・
町
の

３
者
協
議
に
よ
り
対
策
が
進
め
ら

れ
、
国
・
県
に
よ
り
現
在
４
基
の
谷

止
工
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

県
に
よ
る
谷
止
工
２
基
が
設
置
さ
れ

る
予
定
で
、
今
後
と
も
引
き
続
き
切

れ
目
の
な
い
対
策
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
」

を
財
源
と
し
た
市
町
交
付
金
事
業
を

活
用
し
、
自
治
会
な
ど
が
行
う
人
家

裏
危
険
木
伐
採
事
業
へ
の
補
助
や
、

新
た
に
河
川
周
辺
森
林
立
ち
枯
れ
木

整
備
事
業
に
よ
る
下
流
域
へ
の
流
れ

木
対
策
を
行
い
ま
す
。

　

港
湾
・
海
岸
整
備
で
は
、
長
島
港

の
江
ノ
浦
大
橋
耐
震
化
工
事
及
び
中

ノ
島
地
区
で
の
護
岸
補
強
に
向
け
た

対
策
工
事
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま

す
。

難
行
動
へ
の
取
り
組
み
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
被
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
に

加
え
、
防
災
講
演
会
、
研
修
会
な
ど

の
開
催
、
児
童
・
生
徒
へ
の
タ
ウ
ン

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
た
防
災

教
育
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
防
災
拠
点
で
あ
る
紀
勢

自
動
車
道
地
域
振
興
施
設
と
の
連
携

の
確
保
な
ど
を
図
り
つ
つ
、
非
常
時

用
備
蓄
食
料
、
水
な
ど
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
三
重
県
新
地
震
津
波

被
害
想
定
を
も
と
に
、
新
た
な
津
波

浸
水
域
を
示
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
津
波
か
ら
の
的
確
な
避
難
行

動
の
確
保
を
図
る
な
ど
、
町
全
体
の

い
て
は
、
適
宜
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
津
波
避

難
路
の
整
備
、
津
波
避
難
誘
導
灯
の

設
置
、
防
災
倉
庫
の
設
置
、
海
抜
表

示
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

ら
第
１
ス
テ
ー
ジ
に
位
置
付
け
る
事

業
の
実
施
に
加
え
、さ
ら
に
第
２
ス

テ
ー
ジ
に
位
置
付
け
る
津
波
避
難
ビ

ル
等
の
整
備
や
消
防
署
の
移
転
事
業

の
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
こ
と
と

し
て
お
り
、
平
成
27
年
度
に
は
、
中

州
地
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
と

と
も
に
、
相
賀
本
地
地
区
津
波
避
難

施
設
や
海
山
消
防
署
の
移
転
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
共
助
の
要
と
な
る
自
主
防

災
会
活
動
の
定
着
と
い
っ
そ
う
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
自
主
的

な
避
難
路
整
備
の
取
り
組
み
に
対
す

る
支
援
制
度
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
紀
北
町
消
防
団
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
地
域
防
災
力
の
強
化
な
ど
を

図
る
た
め
、
消
防
団
の
装
備
充
実
な

ど
活
動
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
本
町
の
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
あ
る
三
重
大
学
の
川
口
淳

准
教
授
の
ご
指
導
・
ご
提
言
の
も

と
、
防
災
意
識
の
い
っ
そ
う
の
高
揚

を
図
り
、
自
主
防
災
会
な
ど
と
連
携

の
う
え
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
避

し
ん
ち
ょ
く
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繕
工
事
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
４
棟
の
取
り

壊
し
を
実
施
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
で
は
、
平
成
23
年
度
に

策
定
し
た
水
道
事
業
基
本
計
画
に
基

づ
き
年
次
計
画
を
立
て
、
管
路
の
敷

設
替
え
や
施
設
の
更
新
な
ど
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
も
、
漏
水

な
ど
で
問
題
の
多
い
箇
所
や
施
設
の

更
新
を
実
施
し
て
、
安
心
・
安
全
な

水
道
水
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
近
い
将
来
に
発
生
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
大
地
震
な
ど
の
備
え
と
し

て
、
水
道
管
路
な
ど
の
耐
震
化
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

給
水
人
口
の
減
少
に
よ
る
収
益
の

減
少
な
ど
が
進
む
中
、
水
道
料
金
支

払
い
へ
の
啓
蒙
活
動
を
い
っ
そ
う
行

い
、
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
導
入

し
支
払
い
方
法
な
ど
を
拡
充
す
る
な

ど
、
堅
実
な
事
業
収
益
の
確
保
を
図

り
、
健
全
な
事
業
運
営
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
互
い
に
支
え
合
い
、
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

次
に
、「
互
い
に
支
え
合
い
、
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
、
子
育
て
世
帯
の

孤
立
化
や
育
児
不
安
な
ど
の
問
題
が

生
じ
て
い
る
中
、
少
子
化
対
策
と
し

て
「
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
健

や
か
に
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本

理
念
の
も
と
、
家
庭
と
地
域
が
子
育

て
す
る
力
を
高
め
て
い
く
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

既
設
の
保
育
所
は
も
と
よ
り
、

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
と
し

て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
町
内

２
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
た
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
、
子
育
て
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
に
あ
る
方

が
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
昨
年
か

ら
構
築
を
進
め
て
い
た
紀
北
町
独
自

の
「
結
婚
」「
妊
娠
・
出
産
」「
子
育

て
」
に
特
化
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
本
年
度
か
ら
本
格
的
に
稼
働
す
る

こ
と
で
、
情
報
を
一
元
管
理
し
、
現

在
か
ら
未
来
に
お
い
て
、
子
育
て
世

帯
と
な
る
方
々
に
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
策
で
は
、
高
齢
者

の
安
全
や
見
守
り
な
ど
に
資
す
る
事

業
と
し
て
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置

事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布
・
更
新
な

ど
を
継
続
し
、
安
全
対
策
を
推
進
し

ま
す
。
さ
ら
に
、「
地
域
介
護
予
防

に
密
着
し
た
道
路
の
改
良
や
舗
装
な

ど
、
必
要
性
や
優
先
度
を
踏
ま
え
つ

つ
整
備
を
進
め
ま
す
。海
山
区
で
は
、

引
き
続
き「
上
里
大
湯
5
号
線
」、「
相

賀
新
町
2
号
線
」
の
道
路
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
新
た
に
「
相
賀
片
町

1
号
線
」、「
相
賀
朝
日
町
2
号
線
」

の
道
路
整
備
及
び
「
汐
見
町
18
号

線
」、「
相
賀
松
原
線
」、「
引
本
本
町

9
号
線
」、「
便
ノ
山
1
号
線
」
の
舗

装
事
業
を
行
い
ま
す
。
紀
伊
長
島
区

で
は
、
引
き
続
き
「
井
ノ
島
山
本
5

号
線
」、「
船
付
線
」、「
赤
羽
大
内
山

線
」の
道
路
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
に「
井
ノ
島
山
本
1
号
線
」、「
前

山
2
号
線
」、「
山
本
5
号
線
」
の
道

路
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、新
た
に
海
山
区
の「
権

次
郎
橋
」
と
紀
伊
長
島
区
の
「
塩
原

橋
」
の
耐
震
化
と
長
寿
命
化
の
修
繕

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

県
の
公
園
事
業
で
は
、
熊
野
灘
臨

海
公
園
に
お
い
て
、
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
く
修
繕
工
事
が
引
き
続
き
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

町
営
住
宅
で
は
、
老
朽
化
が
進
む

町
営
住
宅
の
現
状
確
認
と
修
繕
計
画

の
策
定
の
た
め
の
、
長
寿
命
化
計
画

の
策
定
が
完
了
し
、
今
後
こ
の
計
画

に
基
づ
き
、
町
営
住
宅
の
適
切
な
修

　

引
本
港
で
は
、
高
浜
海
岸
の
浸
食

や
船
津
川
・
銚
子
川
の
河
口
閉
塞
に

つ
い
て
関
係
機
関
に
引
き
続
き
対
応

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

河
川
対
策
で
は
、
県
河
川
事
業
と

し
て
、
引
き
続
き
内
頭
川
の
樋
門
改

修
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
町
管
理
河
川

の
整
備
は
、
新
た
に
海
山
区
に
お
い

て
「
普
通
河
川
大
船
川
」
と
「
普
通

河
川
〆
田
賀
川
」
の
改
修
を
実
施
し

ま
す
。

　

土
石
流
対
策
の
施
設
整
備
で
は
、

海
山
区
の
「
矢
口
浦
・
寺
ノ
谷
川
」

と
紀
伊
長
島
区
の
「
海
野
・
楠
木
谷

川
」、「
三
浦
・
オ
カ
谷
」
の
砂
防
事

業
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
で
は
、
海
山

区
の
「
引
本
浦
・
の
り
面
補
強
」、

紀
伊
長
島
区
の
「
長
島
・
の
り
面
補

強
」
及
び
「
松
本
・
新
町
地
区
」
に

お
け
る
の
り
面
対
策
工
事
が
引
き
続

き
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に

海
山
区
の
「
島
勝
浦
・
階
段
工
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

県
の
道
路
事
業
で
は
、「
国
道

４
２
２
号
十
須
地
区
の
道
路
拡
幅
工

事
」、「
国
道
４
２
２
号
島
原
地
区
道

路
改
良
工
事
」、「
矢
口
浦
上
里
線
」

及
び
「
長
島
港
古
里
線
」
が
引
き
続

き
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
道
路
事
業
で
は
、
住
民
生
活

へ
い　
そ
く
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
健
康
運
動
指
導
士
な

ど
の
指
導
の
も
と
で
開
催
す
る
と
と

も
に
、
参
加
さ
れ
た
方
々
が
日
頃
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
明
る
く
・
楽

し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
た
だ

く
習
慣
が
定
着
す
る
よ
う
に
引
き
続

き
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
紀
北
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康

体
操
の
「
き
ほ
く
活
活
体
操
」
も

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
は
じ
め
、
各

健
康
教
室
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
行

政
放
送
で
放
映
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
て
周
知
・
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
予
防
の
た
め
、「
ち
ょ
い
減
ら
し

＋
10
」
を
合
言
葉
に
日
頃
か
ら
の
食

生
活
及
び
運
動
習
慣
の
た
い
せ
つ
さ

を
啓
発
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

住
民
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。

　

予
防
接
種
事
業
で
は
、
乳
幼
児
の

健
康
増
進
と
子
育
て
世
帯
支
援
の
目

的
で
、
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
一
部
助
成
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
定
期
予
防
接
種
の

一
部
公
費
負
担
に
加
え
、
任
意
予
防

接
種
の
一
部
助
成
を
継
続
す
る
こ
と

で
、
65
歳
以
上
の
方
が
生
涯
に
一
度

は
助
成
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。

　

各
種
が
ん
検
診
事
業
で
は
、
昨
年

度
に
続
き
、
肺
が
ん
と
大
腸
が
ん
検

診
の
個
人
負
担
の
無
料
化
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
康
診
査
と
各

種
が
ん
検
診
、
若
者
健
診
、
骨
密
度

測
定
な
ど
を
同
時
に
実
施
す
る
総
合

健
診
日
数
を
２
日
か
ら
４
日
に
増
や

し
、
受
診
者
の
利
便
性
を
高
め
て
受

診
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

が
ん
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
つ
な
が
る
検
診
体
制
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、「
働
く
世
代
へ
の
大
腸
が

ん
検
診
推
進
事
業
」
や
「
働
く
世
代

の
女
性
支
援
の
た
め
の
が
ん
検
診
推

進
事
業
」
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

検
診
の
重
要
性
を
啓
発
し
、
受
診
率

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、特
定
保
健
指
導
に
加
え
、

人
工
透
析
が
必
要
と
な
る
じ
ん
臓
機

能
障
害
に
移
行
し
や
す
い
糖
尿
病
や

高
血
圧
症
の
方
を
、
特
定
健
康
診
査

の
結
果
や
レ
セ
プ
ト
な
ど
か
ら
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
、
重
症
化
予
防
に
向
け

た
生
活
習
慣
の
改
善
の
た
め
、
個
別

保
健
指
導
・
相
談
の
充
実
を
図
り
、

病
気
の
予
防
は
も
と
よ
り
、
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
る
医
療

費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
高
騰

す
る
医
療
費
の
適
正
化
対
策
と
し

て
、
本
年
度
か
ら
後
発
医
薬
品
利
用

差
額
通
知
を
行
い
、
各
家
庭
の
医
療

費
に
対
す
る
経
済
的
負
担
を
低
減
す

る
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
明
細
書
を

よ
り
詳
細
に
点
検
し
て
、
医
療
費
の

抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
で
も
東
紀
州
地
域
の

自
殺
率
が
高
い
と
い
う
現
状
を
踏
ま

え
、
自
殺
防
止
対
策
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

め
の
助
成
金
を
増
額
し
ま
す
。
ま

た
、
紀
北
広
域
連
合
の
障
害
者
支
援

施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
昨
年
度

の
紀
北
作
業
所
に
引
き
続
き
、
今
年

度
は
、
ゆ
め
向
井
工
房
の
増
改
修
工

事
の
実
施
設
計
に
着
手
し
、
紀
北
管

内
の
障
害
者
就
労
及
び
生
活
介
護
の

支
援
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

次
に
、
町
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く

り
事
業
に
つ
い
て
は
、「
紀
北
町
民

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
」
を
中
心
と
し

て
、
さ
ら
な
る
会
員
登
録
を
促
す

と
と
も
に
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
日
」
と
定
め
、

活
動
支
援
事
業
」
に
よ
る
健
康
保
持

へ
の
活
動
や
、
民
生
委
員
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
協
力
に
よ

る
「
地
域
で
の
見
守
り
活
動
」
の
推

進
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度

か
ら
予
定
し
て
い
る
新
し
い
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
向

け
た
体
制
整
備
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

障
が
い
者
福
祉
施
策
で
は
、
障
害

者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
介
護
・
訓
練
等
給
付
事

業
な
ど
を
は
じ
め
、
じ
ん
臓
機
能
障

害
に
よ
る
人
工
透
析
な
ど
の
通
院
に

要
す
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

プ
ラ
ス
・
テ
ン

か
つ
か
つ
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設
置
す
る
電
気
柵
な
ど
の
資
材
費
用

の
助
成
や
国
の
制
度
を
活
用
し
た
大

規
模
柵
の
設
置
に
つ
い
て
、
鳥
獣
害

防
止
総
合
対
策
事
業
を
推
進
し
被
害

の
軽
減
を
図
り
、
営
農
意
欲
減
退
の

抑
止
に
努
め
ま
す
。

　

林
業
振
興
施
策
で
は
「
み
え
森
と

緑
の
県
民
税
」
を
財
源
と
し
た
市
町

交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
引
き
続
き

地
域
住
民
な
ど
が
行
う
集
落
周
辺
森

林
整
備
事
業
、
学
校
な
ど
が
行
う
森

林
環
境
教
育
事
業
へ
の
補
助
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
町
有
林
の
主
伐
計

画
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
調
査
を

行
い
今
後
策
定
す
る
紀
北
町
森
林
経

営
計
画
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

用
促
進
は
、
林
業
の
活
性
化
の
大
き

な
柱
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
促
進
を

図
る
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
な
ど

の
活
動
拠
点
と
な
る
山
土
場
の
整
備

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

継
続
事
業
と
し
て
は
、
林
道
安
全

対
策
管
理
助
成
事
業
、
造
林
事
業
な

ど
に
よ
り
森
林
の
適
正
な
管
理
を
促

進
し
て
、持
続
的
な
生
産
を
行
う「
生

産
林
」
整
備
と
、
森
林
再
生
に
よ
る

野
生
鳥
獣
の
生
息
環
境
創
出
事
業
な

ど
を
推
進
し
、
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
に
よ

る
地
球
環
境
の
保
全
や
森
林
の
有
す

る
多
面
的
機
能
を
重
視
し
て
、
公
益

的
機
能
の
向
上
を
図
る
「
環
境
林
」

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
産
材
の
利
用
拡
大
を

目
的
に
、
地
域
産
材
を
使
用
し
て
住

宅
を
建
築
さ
れ
た
方
に
、
紀
北
町
木

造
住
宅
建
築
促
進
事
業
補
助
制
度
に

よ
り
助
成
し
、
さ
ら
な
る
林
業
振
興

と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
作
業
を
進
め
て
い
る

貸
付
山
林
の
整
理
事
務
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
そ
の
作
業
を
進
め
、

適
切
に
処
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
振
興
施
策
で
は
、
引
き
続

き
種
苗
の
放
流
や
藻
場
な
ど
の
調

査
、
漁
業
近
代
化
利
子
補
給
、
各
漁

協
施
設
修
繕
な
ど
へ
の
支
援
、
外
国

人
漁
業
研
修
生
受
入
対
策
、
産
地
水

産
業
強
化
支
援
事
業
で
の
築
磯
の
設

置
、
漁
業
担
い
手
対
策
、
漁
港
の
維

持
管
理
な
ど
を
三
重
外
湾
漁
業
協
同

組
合
紀
州
支
所
、
海
野
漁
業
協
同
組

合
と
連
携
し
て
行
い
、
漁
業
生
産
基

盤
の
整
備
及
び
水
産
資
源
の
増
殖
に

努
め
ま
す
。

　

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業

で
は
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り
つ

つ
、
更
新
コ
ス
ト
の
平
準
化
、
縮
減

を
図
る
た
め
島
勝
漁
港
の
機
能
保
全

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対

面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
の
た
め
の

地
域
活
動
や
営
農
活
動
に
対
す
る
支

援
を
行
い
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
伊
勢
農
業
協
同
組
合
紀
北

事
業
部
を
中
心
に
、
生
産
者
・
県
・

町
で
構
成
さ
れ
た
紀
北
営
農
連
絡
協

議
会
に
お
い
て
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
を
は
じ
め
と
し
た
諸
課
題
に
つ
い

て
、
膝
を
交
え
た
議
論
を
行
い
生
産

者
の
方
々
の
意
見
に
耳
を
傾
け
た
う

え
で
町
農
業
施
策
へ
反
映
し
て
い
き

ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
猟
友
会
と

連
携
を
図
り
、
農
作
物
な
ど
に
被
害

を
与
え
て
い
る
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・

シ
カ
な
ど
の
適
切
な
駆
除
に
努
め
る

と
と
も
に
、
獣
害
防
止
用
の
た
め
に

地
域
の
資
源
を
生
か
し
、

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

　

次
に
、「
地
域
の
資
源
を
生
か
し
、

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

農
業
振
興
施
策
で
は
、
農
用
地
内

を
対
象
に
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
の
実
施

や
、
農
業
生
産
基
盤
と
し
て
農
業
用

水
路
や
揚
水
機
の
改
修
を
行
う
と
と

も
に
、
安
定
的
な
利
水
が
で
き
る
よ

う
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
ら
と
併
せ
て
土
地
改
良
施
設
維

持
管
理
適
正
化
事
業
、
農
地
防
災
事

業
、
一
般
土
地
改
良
事
業
な
ど
に
よ

り
、
農
業
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め

る
と
と
も
に
、
県
営
農
村
地
域
防
災

減
災
事
業
に
よ
り
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
２
排
水
機
場
に
つ
い
て
機
能

診
断
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
こ
の
結
果
を
も
と
に

検
討
を
行
い
排
水
機
場
の
長
寿
命

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
事
業
に

よ
り
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
を
は

じ
め
、
国
の
制
度
に
よ
る
農
地
中
間

管
理
機
構
を
活
用
し
た
農
地
の
借
り

手
、
貸
し
手
に
対
す
る
支
援
や
日
本

型
直
接
支
払
制
度
に
よ
る
農
業
の
多

8



特
産
品
開
発
事
業
に
よ
り
支
援
を
行

い
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
振
興
施
策
で
は
、
昨
年
3
月

の
紀
勢
自
動
車
道
全
線
開
通
に
よ

り
、
町
内
の
海
山
区
、
紀
伊
長
島
区

の
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
地
域
内

の
交
流
が
進
み
一
体
感
の
醸
成
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
目
的
地
と
な
っ

て
い
る
、
キ
ャ
ン
プ
ｉ
ｎ
ｎ
海
山
な

ど
の
宿
泊
施
設
や
年
末
き
い
な
が
し

ま
港
市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
集
客
数
が
増
加
し
一
定
の
経
済

効
果
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
高
速

道
路
を
た
だ
通
過
す
る
だ
け
の
車
も

増
え
、
一
般
国
道
42
号
の
交
通
量
が

大
幅
に
減
少
し
、
両
道
の
駅
な
ど
で

は
売
り
上
げ
の
減
少
な
ど
負
の
面
の

影
響
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
三
浦
地

区
の
紀
勢
自
動
車
道
地
域
振
興
施

設
「
始
神
テ
ラ
ス
」
を
お
お
い
に
活

用
し
、
両
道
の
駅
の
売
り
上
げ
を
カ

バ
ー
す
る
と
と
も
に
、
始
神
テ
ラ
ス

で
の
情
報
発
信
を
充
実
さ
せ
町
内
に

誘
導
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
始
神
テ
ラ
ス
に
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
や
７
月
か
ら
８
月
の

夏
休
み
期
間
に
、
観
光
案
内
人
の
配

置
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
目
的
地
と
し
て
、
あ
る
い

は
立
ち
寄
り
地
と
し
て
紀
北
町
を
選

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
最
も
必
要
な

こ
と
は
、
情
報
発
信
に
あ
る
こ
と
か

ら
地
元
各
種
メ
デ
ィ
ア
へ
の
こ
ま
め

な
情
報
提
供
に
加
え
、
東
京
、
名
古

屋
、
大
阪
な
ど
で
の
メ
デ
ィ
ア
向
け

の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
今
年
で
５
年
目
を
迎

え
た
Ｆ
Ｍ
三
重
の
「
ほ
っ
と
紀
北

町
」、
三
重
テ
レ
ビ
の
「
旬
感
み
え
」

を
平
成
27
年
度
も
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
で
合
併
10
周
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
記
念

し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
な

ど
、
常
に
新
た
な
話
題
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
一
人
で
も
多
く
の
方
に

紀
北
町
に
来
て
、
食
事
や
買
い
物
あ

る
い
は
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
施
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
魅
力
あ
る
紀
北

町
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
先
に
申
し
上
げ
た
新
商
品
の
開

発
や
き
ほ
く
ラ
ブ
め
し
決
定
戦
の
グ

ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
「
食
」
な
ど
、

町
内
の
各
店
舗
に
あ
る
商
品
、
食
な

ど
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
、
さ

ら
に
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
よ
う
な

施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
と
し
て
は
、

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済
効
果

に
つ
い
て
は
、
地
方
で
は
限
定
的
で

あ
ま
り
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
こ
う
し
た
中
、
何
よ

り
も
紀
北
町
の
経
済
を
け
ん
引
す
る

の
が
小
規
模
事
業
者
で
あ
り
、
そ
う

し
た
小
規
模
事
業
者
の
経
営
の
安
定

と
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
み
え

熊
野
古
道
商
工
会
」
に
対
し
引
き
続

き
小
規
模
企
業
指
導
育
成
事
業
に
よ

る
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
の

経
営
の
安
定
と
改
善
の
た
め
に
実
施

す
る
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

に
対
し
、
引
き
続
き
利
子
補
給
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
意
欲
の
あ
る
小
規
模
事
業

者
の
新
商
品
開
発
な
ど
に
対
し
て
、

策
事
業
で
は
、
漁
業
者
な
ど
が
行
う

水
産
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
の
活
動
に
対
し
引
き
続
き
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
水
産
業
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
紀

北
町
長
島
地
区
産
地
協
議
会
に
お
い

て
、
こ
れ
か
ら
の
産
地
卸
売
市
場
の

衛
生
化
に
取
り
組
も
う
と
す
る
三
重

外
湾
漁
業
協
同
組
合
へ
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
三
重
外
湾
漁
業
協
同

組
合
紀
州
支
所
を
は
じ
め
水
産
関
連

団
体
と
と
も
に
、
地
域
経
済
へ
の
波

及
効
果
の
大
き
い
地
元
船
の
入
港
促

進
、
員
外
船
の
入
港
誘
致
な
ど
、
具

体
的
な
諸
課
題
に
優
先
的
に
取
り
組

み
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

じ
ょ
う
せ
い

は
じ
か
み

は
じ
か
み

は
じ
か
み
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習
支
援
員
を
配
置
し
、
日
本
語
な
ど

の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
に
図
書
館
司
書
を

配
置
し
、
学
校
図
書
館
の
環
境
整
備

は
も
と
よ
り
、
読
書
活
動
の
推
進
や

図
書
館
を
活
用
し
た
授
業
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
郷
土
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
よ
う
小
学
校
の
社
会
科

副
読
本
の
全
面
改
訂
を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
に
、
安
全
で

安
心
し
て
学
べ
る
学
校
環
境
づ
く
り

の
た
め
、学
校
施
設
の
充
実
や
整
備
、

通
園
通
学
路
の
安
全
確
保
の
推
進
な

ど
、
総
合
的
な
教
育
環
境
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
８
校
、
中
学
校
３
校
に

お
い
て
昨
年
度
に
引
き
続
き
非
構
造

部
材
（
天
井
・
照
明
器
具
・
外
壁
・

内
壁
な
ど
）の
耐
震
改
修
を
実
施
し
、

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
に
つ

い
て
は
、
適
切
な
施
設
の
修
繕
整
備

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
児

童
・
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
個
人
の
尊
厳

が
重
ん
じ
ら
れ
、
障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
一
緒

に
学
び
、
互
い
に
尊
重
し
あ
う
感
性

を
育
む
た
め
に
同
じ
教
室
で
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
助

教
員
の
配
置
を
引
き
続
き
行
う
な
ど

総
合
的
な
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
生
き
が

い
づ
く
り
や
余
暇
充
実
の
た
め
生
涯

学
習
講
座
や
公
民
館
講
座
な
ど
の
学

習
機
会
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
少
子
化
や
共
働
き
な
ど
の
社
会

や
家
庭
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
い
き
い
き
子
ど
も
学
園
の
開
催

な
ど
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
紀
北
町
地
域
振

興
会
館
内
に
既
設
の
図
書
室
及
び
郷

土
資
料
館
を
移
転
整
備
し
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
に
つ
い
て
は
、
町
内

の
文
化
団
体
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
町
民
文
化
展
や
芸
能
の
夕
べ
な

ど
成
果
を
発
表
す
る
機
会
や
、
演
奏

会
や
演
劇
会
な
ど
多
様
な
芸
術
・
文

化
に
ふ
れ
る
機
会
の
提
供
に
努
め
ま

す
。

　

青
少
年
の
育
成
で
は
、
青
少
年
育

成
連
絡
会
議
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
し
て
、街
頭
指
導
や
パ
ト
ロ
ー
ル
、

あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
親
子
共
同
体
験
や
家
庭
教

育
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
の
開
催
に

努
め
ま
す
。

　

町
指
定
文
化
財
な
ど
の
貴
重
な
文

化
財
に
つ
い
て
は
、
保
全
と
保
護
に

努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
啓
発

に
努
め
ま
す
。

　

世
界
遺
産
熊
野
古
道
に
つ
い
て

は
、
そ
の
価
値
と
魅
力
を
周
知
す
る

た
め
に
、
講
演
会
や
講
座
、
古
道

ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

小
・
中
学
校
で
の
古
道
学
習
に
対
し

て
講
師
や
語
り
部
を
派
遣
し
ま
す
。

ま
た
、
守
る
会
な
ど
と
連
携
し
て
古

道
や
そ
の
周
辺
環
境
の
維
持
・
保
全

豊
か
な
心
を
育
み
、
人

と
文
化
が
輝
く
ま
ち
づ

く
り

　

次
に
、「
豊
か
な
心
を
育
み
、
人

と
文
化
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
で
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、「
生
き
る
力
」

の
育
成
の
た
め
、
創
意
工
夫
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す

る
中
で
「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か
な

心
」、「
健
や
か
な
体
」
の
調
和
を
重

視
し
た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
平
成
27
年
度
か
ら
総
合
教
育
会

議
が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
教
育
委
員

会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
学
力
・
体

力
の
向
上
や
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
な
ど
の
諸
問
題
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

　

個
に
応
じ
た
指
導
を
充
実
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
全
て
の
小
・
中
学
校

に
お
い
て
学
級
満
足
度
調
査
を
実
施

し
、
承
認
感
や
安
心
感
、
学
習
意
欲

な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
内
面
的
な
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、中
学
校
１
・

２
年
生
を
対
象
に
到
達
度
調
査
を
実

施
し
、
個
別
指
導
や
授
業
改
善
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。
外
国
か
ら
来
日

し
た
生
徒
に
対
し
て
は
、
新
た
に
学

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
・
拡
大
の
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
宿
泊
施
設
の

予
約
な
ど
を
一
元
化
し
、
最
適
な
合

宿
プ
ラ
ン
を
提
供
す
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
合
宿
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
活
用
し
て
引
き

続
き
県
外
の
大
学
な
ど
へ
の
誘
致
活

動
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
町
長
杯
の
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
平
成
33
年
に
三
重
県
で
開

催
さ
れ
る
第
76
回
国
民
体
育
大
会
に

向
け
て
、
正
式
競
技
の
少
年
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
関
係
団
体
と
の

調
整
を
進
め
る
ほ
か
、
公
開
競
技
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
誘
致
に
取
り

組
む
な
ど
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
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む
す
び

　

以
上
、
紀
北
町
第
１
次
総
合
計
画

の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
主
な
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
関
係
各
位
か
ら
た
く
さ
ん
の

要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
限
り
あ
る
財

源
を
有
効
に
配
分
す
る
「
選
択
と
集

中
」
を
よ
り
徹
底
し
、「
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
」
を
あ
げ
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
将
来
を
見
据
え
、

副
町
長
、
教
育
長
を
は
じ
め
全
職
員

が
一
丸
と
な
り
、
よ
り
い
っ
そ
う
、

町
政
の
運
営
に
ま
い
進
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　

紀
北
町
が
ま
す
ま
す
明
る
く
元
気

で
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
今
後
と

も
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
私
の
町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方
な
ら
び
に
主
要
事

業
の
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
　
　
　

紀
北
町
長　

尾
上　

壽
一

周
年
を
迎
え
る
年
で
す
。
そ
の
お
祝

い
と
今
後
の
発
展
を
期
し
て
、
10
月

11
日
に
は
、
新
町
制
10
周
年
記
念
式

典
を
挙
行
す
る
と
と
も
に
、
記
念
事

業
と
し
て
、
町
民
大
運
動
会
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
に
伴
い
設
置
し
て
き

た
「
地
域
自
治
区
」
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ

と
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紀

北
町
と
し
て
、
よ
り
一
体
感
の
あ
る

町
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

が
平
成
26
年
11
月
28
日
に
公
布
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
町
の
人
口
の
現

状
と
将
来
の
展
望
を
提
示
す
る
「
紀

北
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
後
５
ヵ
年
の

目
標
や
施
策
の
基
本
方
向
、
具
体
的

な
施
策
を
ま
と
め
た「
紀
北
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

平
成
27
年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と
と

し
、
本
年
１
月
28
日
に
、
私
が
本
部

長
で
あ
る
「
紀
北
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
推
進
本
部
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
後
、
全
職

員
が
一
丸
と
な
り
知
恵
を
出
し
て
、

総
合
戦
略
の
策
定
に
ま
い
進
し
て
い

き
ま
す
。　
　

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
元
企
業
の

協
力
に
よ
る
保
全
活
動
を
促
進
し
ま

す
。
古
道
歩
き
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
に
、
古
死
木
な
ど
の
危
険
木

の
伐
採
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
相
賀
本
地
地
区
で
屋
内
温
水

プ
ー
ル
を
備
え
た
社
会
体
育
施
設
の

整
備
に
着
手
す
る
ほ
か
、
沿
岸
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
津
波
避
難
看
板
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス

の
普
及
、
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
、
講
習

会
の
開
催
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
健
康
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
る
教
室

の
開
催
、
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
な
ど
の
関
係
団
体
の
支
援
、
全

国
大
会
等
選
手
派
遣
支
援
、
成
績
優

秀
者
の
表
彰
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
努
め
ま
す
。

自
立
を
め
ざ
し
、
住
民

と
行
政
が
と
も
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り

　

次
に
、「
自
立
を
め
ざ
し
、
住
民

と
行
政
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く

り
」
で
す
。

　

本
年
は
、
紀
北
町
が
誕
生
し
て
10

11
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平
成
27
年
度
の
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て

　

軽
自
動
車
税
は
、
原
動
機
付
自
転

車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車

及
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
こ
れ
ら

を
「
軽
自
動
車
等
」
と
い
い
ま
す
）

に
対
し
て
課
税
さ
れ
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
の

方
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
有
権
留
保
付
販
売
の

場
合
は
、
買
い
主
が
所
有
者
と
見
な

さ
れ
ま
す
。

税
率

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成

27
年
度
の
軽
自
動
車
税
率
が
下
記
の

と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

※

原
動
機
付
自
転
車
及
び
二
輪
車
な

ど
の
税
率
は
、
新
税
率
の
適
用
開
始

が
一
年
延
期
さ
れ
る
た
め
、
平
成
27

年
度
は
現
行
ど
お
り
の
税
率
と
な
り

ま
す
。

障
が
い
を
持
つ
方
に
対
す
る
軽
自

動
車
税
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り
軽

自
動
車
（
軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自

転
車
な
ど
）
の
税
金
が
、
１
台
に
限

り
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

減
免
が
受
け
ら
れ
る
軽
自
動
車
の
範
囲

　

障
が
い
を
持
つ
方
の
名
義
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、18
歳
未
満
の
場
合
は
、

各
種
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
保
護
者
の

名
義
で
も
可
能
で
す
。

減
免
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
の
条
件

①
本
人
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

②
家
族
運
転
の
場
合
は
、
次
の
条
件

を
全
て
満
た
す
こ
と

○
生
計
を
一
に
し
て
い
る

○
身
体
に
障
が
い
を
持
つ
方
の
通
院
、

通
学
、
通
所
ま
た
は
生
業
の
た
め
に

使
用
し
て
い
る

○
月
４
回
以
上
使
用
し
て
い
る

○
お
お
む
ね
６
ヵ
月
以
上
に
わ
た
っ

て
継
続
的
に
使
用
し
て
い
る

③
介
護
者
運
転
の
場
合
は
、
身
体
に

障
が
い
を
持
つ
方
の
み
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
の
方
を
常
時
介
護
す
る
方
が
、

身
体
に
障
が
い
を
持
つ
方
の
た
め
に

軽
自
動
車
を
使
用
す
る
こ
と
が
条
件

で
、
週
３
回
以
上
か
つ
１
年
以
上
に

わ
た
っ
て
継
続
的
に
使
用
し
て
い
る

こ
と

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

①
減
免
申
請
書
（
役
場
で
交
付
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど

③
印
鑑
（
認
め
印
可
）

④
運
転
免
許
証　

⑤
車
検
証

⑥
使
用
目
的
の
証
明
書
（
通
院
証
明

書
な
ど
）

※

本
人
運
転
の
場
合
は
、⑥
の
書
類
は

不
要
で
す
。

※

前
年
度
も
減
免
を
受
け
て
い
る
方

で
、
前
年
の
状
況
と
同
じ
場
合
に
は

②
④
⑤
⑥
の
書
類
は
不
要
で
す
。

申
請
期
間

４
月
１
日
（
水
）
〜
５
月
29
日
（
金
）

※

普
通
自
動
車
な
ど
（
県
税
）
で
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

土
地
、
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方

な
ど
は
、
固
定
資
産
税
の
算
定
基
礎

に
な
る
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲

覧
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
で
自
己
の
所
有

12

くらし
税　金

税
務
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

■平成 27年度の軽自動車税率

車　　種

軽四輪以上
乗用

貨物用

自家用
営業用
自家用
営業用

7,200 円
5,500 円
4,000 円
3,000 円

10,800 円
6,900 円
5,000 円
3,800 円

現　行　税　率
平成 27年 3月 31 日までに
新規登録された車両

新　  税　  率
平成 27年4月1日に
新規登録された車両

■対象となる障がいの程度

障がいの区分

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

音声機能障がい

上肢機能障がい

下肢機能障がい

体幹機能障がい
心臓・腎臓・呼吸器機能・
膀胱・直腸・小腸機能障がい

ヒト免疫不全ウイルスによる
免疫機能障がい

肝臓機能障がい
知的障がい

（療育手帳の交付を受けている方）

精神障がい（精神障害者保険
福祉手帳の交付を受けている方）

本人運転

1 級～ 6級

1級～ 6級

1級～ 5級

1級～4級

2級・3級

3級

3級（喉頭摘出者に限る）

1級・2級

1級・2級

1級・3級

1級～3級

1級～3級

家族介護者運転

1 級～ 3級

1級～ 3級

1級～ 3級

A1、A2、
Ａ最重度、A重度

1 級

（※）家族運転のみのため該当なし

運動機能
障がい

上肢機能

移動機能

（※）

（※）

納期限の変更納期限の変更

　平成 27 年度から軽
自動車税の納期限が
５月末日（平成 27 年
度は６月１日）に変
更されます。
※納税通知書は５月 
　上旬に発送します。
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し
て
い
る
土
地
、
家
屋
以
外
で
も
価

格
な
ど
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
場
所

本
庁
税
務
課

海
山
総
合
支
所
住
民
室

縦
覧
期
間

４
月
１
日
（
水
）〜
５
月
29
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

た
だ
し
、土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く

縦
覧
で
き
る
方

　

町
内
に
所
在
す
る
土
地
家
屋
の
固

定
資
産
税
の
納
税
者
、
そ
の
家
族
な

ど
の
代
理
権
（
委
任
状
な
ど
が
必
要
）

を
有
す
る
方

※

来
庁
時
は
、
本
人
確
認
の
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
（
代
理
の
と
き
は
、
代

理
人
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
と
委

任
状
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

町
民
の
皆
様
よ
り
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
町
税
は
、
公
共
施
設
の
整

備
や
、
社
会
保
障
・
教
育
の
充
実
、

地
域
振
興
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴

重
な
財
源
で
す
。

　

納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
て

い
ま
す
と
、
や
が
て
「
滞
納
」
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
納

期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
と
の
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

本
来
の
税
額
に
加
え
て
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

町
税
は
、
皆
様
が
ご
自
身
で
納
付

さ
れ
る
「
自
主
納
付
」
が
原
則
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
平
日
は
仕
事
が
あ
る
の

で
納
付
に
行
く
時
間
が
な
い
」、「
今

は
病
院
に
入
院
し
て
い
て
納
付
に
行

け
な
い
」
な
ど
、
自
主
納
付
が
困
難

な
方
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

本
庁
税
務
課
課
税
係

℡（
46
）
３
１
１
８

海
山
総
合
支
所
住
民
室
税
務
係

℡（
32
）
３
９
０
２

　

サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
に

よ
る
農
作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

被
害
防
止
効
果
が
十
分
期
待
で
き
る

電
気
柵
な
ど
（
ト
タ
ン
、
網
、
板
な

ど
を
含
む
）
を
設
置
す
る
方
に
対
し

て
、
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
、

予
算
の
範
囲
内
で
資
材
購
入
費
の
２

分
の
１
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

条
件

○
設
置
場
所
が
町
内
で
あ
る
こ
と

○
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て
い
る
土

地
で
あ
る
こ
と

○
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
購
入

資
材
で
あ
る
こ
と

補
助
金
限
度
額

　

資
材
購
入
費
の
２
分
の
１
で
、
上

限
10
万
円

手
続
き
方
法 

①
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

事
業
費
な
ど
を
記
載
し
た
事
業
計
画

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
４
月
１

日
か
ら
計
画
書
を
受
け
付
け
し
、
受

け
付
け
順
に
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
補
助
金
の
内
示
を
行
い
ま
す
）。

②
事
業
計
画
書
の
提
出
後
、
補
助
金

交
付
申
請
書
に
領
収
書
（
購
入
資
材

の
明
細
が
わ
か
る
も
の
）、
位
置
図
、

写
真
（
設
置
前
と
設
置
後
）
な
ど
を

添
え
て
、
10
月
30
日
（
金
）
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

○
予
算
の
都
合
上
、
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
補
助
金
申
請
は
１
年
度
に
１
回
限

り
と
し
ま
す
。

○
事
業
計
画
書
、
補
助
金
交
付
申
請

書
の
用
紙
は
本
庁
農
林
水
産
課
ま
た

は
海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
内
に

あ
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
農
林
水
産
課
農
政
係

℡（
46
）
３
１
１
６

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
産
業
振

興
係

℡（
32
）
３
９
０
３

獣
害
防
護
柵
な
ど
を
設
置
さ
れ
る
方
へ

施　策
農　業

ど
を

で
に

な
い

回
限

申
請

ま
た

内
に

だ
さ

業
振 へ



　

平
成
27
年
６
月
１
日
か
ら
、
各
種

通
知
な
ど
が
適
切
に
届
く
よ
う
に
す

る
た
め
、
希
望
さ
れ
る
世
帯
に
住
民

票
の
住
所
に
加
え
、
方
書
（
ア
パ
ー

ト
名
、
部
屋
番
号
な
ど
）
も
記
載
し

ま
す
。

　

ア
パ
ー
ト
な
ど
に
住
所
が
あ
る
世

帯
に
強
制
的
に
実
施
す
る
も
の
で
は

な
く
、
方
書
の
記
載
を
希
望
さ
れ
る

世
帯
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

手
続
き
に
つ
い
て

　

方
書
記
載
を
希
望
さ
れ
る
世
帯
の

方
は
、
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、
ま
た
は
各
種
保
険
証
と

年
金
手
帳
な
ど
（
顔
写
真
付
き
で
な

い
も
の
は
２
点
）
の
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

本
庁
住
民
課
、
海
山
総
合
支
所
住
民

室
、
各
出
張
所
で
申
請
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

同
世
帯
員
以
外
の
方
が
手
続
き
を

さ
れ
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室
住
民
係

℡（
32
）
３
９
０
２

　

役
場
建
設
課
で
は
、
町
が
管
理
し

て
い
る
道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
の

美
化
を
目
的
と
す
る
草
刈
り
や
清
掃

な
ど
地
域
の
皆
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動
及
び
団
体

　

自
治
会
な
ど
地
域
の
皆
様
に
よ
り

構
成
さ
れ
た
団
体
が
、
役
場
建
設
課

管
理
の
道
路
（
町
道
）・
河
川
・
公
園

な
ど
で
自
主
的
に
行
う
草
刈
り
、
清

掃
な
ど
の
活
動

支
援
内
容

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、

作
業
に
必
要
な
物
品
の
提
供
を
し
ま

す
。

支
援
物
資

○
消
耗
品
（
ご
み
袋
、
軍
手
、
ほ
う
き
、

鎌
、
草
刈
機
の
刃
、
洗
剤
、
ぞ
う
き
ん
、

バ
ケ
ツ
な
ど
）

○
そ
の
他
作
業
な
ど
に
必
要
な
物
品

と
し
て
町
長
が
認
め
た
も
の

※

大
き
な
作
業
（
修
繕
、
伐
採
な
ど
）

に
つ
い
て
は
町
が
対
応
し
ま
す
。

募
集
期
間

４
月
６
日
（
月
）
〜
24
日
（
金
）

申
込
方
法

　

本
庁
建
設
課
及
び
海
山
総
合
支
所

産
業
建
設
室
に
て
配
布
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
建
設
課
管
理
係

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
土
木
係

℡（
32
）
３
９
０
３

　

ホリトモ商店ホリトモ商店
長島 1456（西町）   ℡47-0074

ガラス  サッガラス  サッシ  陶器  家庭金物

アルファ米 
非常食 防災用品

くらし
生　活

住
民
票
に
ア
パ
ー
ト
名
な
ど
を

記
載
し
ま
す

くらし
募　集

道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
の

　
　
　

美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

有料広告掲載

か
た
が
き

【方書記載の例】
かたがき

現在　　　紀北町紀伊長島区東長島769番地1
（住所）

記載後　　紀北町紀伊長島区東長島769番地1　○○アパート△△号室
（住所） （方書）

※手続きは4月1日から受け付けし、6月1日から住民票へ記載します。

Town Information

有料広告募集中

■問い合わせ
　本庁企画課広報係　
　℡46-3113 

広報きほく広報きほく

　広告掲載料　1回 10,000円
  （1枠あたり、消費税込み） 
　広告掲載料　1回 10,000円
  （1枠あたり、消費税込み） 

詳しくは紀北町ホームページ
（http://www.town.mie-kihoku.
　lg.jp/hpdata/etc/advertise/）
をご覧ください。

14



 

 

くらし
ペット

■平成 27 年度
　畜犬登録・狂犬病予防注射日程

   島勝漁村センター前 
   白浦集会所前 
   矢口浦集会所前 
   長浜集会所前 
   引本公民館前 
   海山体育館前 
   相賀コミュニティセンター駐車場 
   小山浦区民会館前 
   便ノ山多目的集会施設前 
   汐見集会所前 
   船津集会所前 
   新田多目的集会施設前 
   上里福祉会館前 
   馬瀬多目的集会施設前 
   三浦公民館前 
   道瀬公民館前 
   自然休養村管理センター前 
   海野コミュニティセンター前 
   中ノ島公民館前 
   中原多目的集会所前 
   此ヶ野教育集会所前 
   大原公民館前 
   赤羽公民館前 
   志子農村婦人の家前 
   志子奥集会所前 
   田山集会所前 
   東長島公民館前 
   紀伊長島体育館前 
   出垣内集会所前 
   山本集会所前 
   片上 2 区集会所前 
   名倉集会所前 
   呼崎集会所前 
   （旧）中州区民館前 
   多目的会館前

9:00
9:20
9:40
10:25
10:45
11:10
11:40
13:15
13:35
13:55
9:00
9:30
9:55
10:30
11:05
11:30
11:50
13:15
13:45
9:00
9:10
9:25
9:40
10:05
10:25
10:45
11:00
11:40
9:00
9:30
10:00
10:30
10:55
11:15
11:35

9:10
9:30
10:10
10:35
11:00
11:30
12:00
13:25
13:45
14:05
9:20
9:45
10:20
10:50
11:20
11:40
12:00
13:35
14:05
9:05
9:15
9:35
9:55
10:15
10:35
10:55
11:30
12:00
9:20
9:50
10:20
10:45
11:10
11:30
11:50

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

必
ず
受
け
て
‼

　
　

狂
犬
病
予
防
注
射

　

下
表
の
日
程
で
集
合
注
射
を
実
施

し
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
は
が
き
を
持

参
の
う
え
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
（
は
が
き
が
な
い
方
も
会
場
で
登

録
・
注
射
が
受
け
ら
れ
ま
す
）。
な
お
、

集
合
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、

６
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
動
物
病
院

で
「
注
射
」
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※

１
週
間
前
ま
で
に
、
は
が
き
が
届

か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
場
で
の
か
み
つ
き
事
故
な
ど
は
、

全
て
飼
い
主
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
頭
あ
た
り
の
料
金

注
射
料
金　
　
　

３
，
２
０
０
円

登
録
手
数
料　
　

３
，
０
０
０
円

登
録
・
変
更
な
ど

　

新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
方
や
犬
の

住
所
を
紀
北
町
に
移
さ
れ
た
方
は
、

「
登
録
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

死
亡
や
飼
い
主
変
更
の
際
は
、
本
庁

環
境
管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

守
り
ま
し
ょ
う
‼

　
　

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

適
切
な
し
つ
け
を

　

か
み
癖
、
無
駄
吠
え
な
ど
の
問
題

行
動
は
、
全
て
飼
い
主
の
責
任
と
な

り
ま
す
。
適
切
な
し
つ
け
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

繁
殖
を
望
ま
な
い
と
き
は
不
妊
・
去

勢
手
術
を

　

病
気
の
予
防
や
、
問
題
行
動
の
予

防
に
も
な
り
ま
す
。

フ
ン
の
始
末
は
き
ち
ん
と

　

公
園
、
道
路
で
フ
ン
を
し
た
ら
、

す
ぐ
に
「
ビ
ニ
ー
ル
袋
」
な
ど
で
フ

ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
フ
ン
は
し
っ

か
り
袋
に
詰
め
て
臭
気
な
ど
が
漏
れ

な
い
よ
う
に
し
、
燃
え
る
ご
み
と
し

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
は
禁
止
で
す

　

犬
を
散
歩
す
る
と
き
は
綱
な
ど
で

つ
な
ぎ
、
犬
を
制
御
で
き
る
方
が
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

柵
な
ど
で
囲
ま
れ
た
飼
い
主
の
敷

地
内
、
室
内
な
ど
人
に
危
害
や
迷
惑

を
か
け
な
い
所
は
例
外
で
す
が
、
人

の
通
路
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
所
で

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
が
逃
げ
た
ら
連
絡
を

　

万
が
一
、
犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た

場
合
、
す
ぐ
に
保
健
所
、
警
察
、
役

場
環
境
管
理
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

※

首
輪
に
鑑
札
（
登
録
時
に
交
付
）

を
付
け
て
お
く
と
、
逃
げ
た
飼
い
犬

が
見
つ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
環
境
管
理
課
環
境
管
理
係

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
環
境
管

理
係

℡（
32
）
３
９
０
４

三
重
県
尾
鷲
保
健
所

℡（
23
）
３
４
６
１

必
ず
受
け
て
‼

　
　

狂
犬
病
予
防
注
射

　

下
表
の
日
程
で
集
合
注
射
を
実
施

し
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
は
が
き
を
持

参
の
う
え
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
（
は
が
き
が
な
い
方
も
会
場
で
登

録
・
注
射
が
受
け
ら
れ
ま
す
）。
な
お
、

集
合
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、

６
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
動
物
病
院

で
「
注
射
」
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※

１
週
間
前
ま
で
に
、
は
が
き
が
届

か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
場
で
の
か
み
つ
き
事
故
な
ど
は
、

全
て
飼
い
主
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
頭
あ
た
り
の
料
金

注
射
料
金　
　
　

３
，
２
０
０
円

登
録
手
数
料　
　

３
，
０
０
０
円

登
録
・
変
更
な
ど

　

新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
方
や
犬
の

住
所
を
紀
北
町
に
移
さ
れ
た
方
は
、

「
登
録
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

死
亡
や
飼
い
主
変
更
の
際
は
、
本
庁

環
境
管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

守
り
ま
し
ょ
う
‼

　
　

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

適
切
な
し
つ
け
を

　

か
み
癖
、
無
駄
吠
え
な
ど
の
問
題

行
動
は
、
全
て
飼
い
主
の
責
任
と
な

り
ま
す
。
適
切
な
し
つ
け
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

繁
殖
を
望
ま
な
い
と
き
は
不
妊
・
去

勢
手
術
を

　

病
気
の
予
防
や
、
問
題
行
動
の
予

防
に
も
な
り
ま
す
。

フ
ン
の
始
末
は
き
ち
ん
と

　

公
園
、
道
路
で
フ
ン
を
し
た
ら
、

す
ぐ
に
「
ビ
ニ
ー
ル
袋
」
な
ど
で
フ

ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
フ
ン
は
し
っ

か
り
袋
に
詰
め
て
臭
気
な
ど
が
漏
れ

な
い
よ
う
に
し
、
燃
え
る
ご
み
と
し

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
は
禁
止
で
す

　

犬
を
散
歩
す
る
と
き
は
綱
な
ど
で

つ
な
ぎ
、
犬
を
制
御
で
き
る
方
が
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

柵
な
ど
で
囲
ま
れ
た
飼
い
主
の
敷

地
内
、
室
内
な
ど
人
に
危
害
や
迷
惑

を
か
け
な
い
所
は
例
外
で
す
が
、
人

の
通
路
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
所
で

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
が
逃
げ
た
ら
連
絡
を

　

万
が
一
、
犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た

場
合
、
す
ぐ
に
保
健
所
、
警
察
、
役

場
環
境
管
理
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

※

首
輪
に
鑑
札
（
登
録
時
に
交
付
）

を
付
け
て
お
く
と
、
逃
げ
た
飼
い
犬

が
見
つ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
環
境
管
理
課
環
境
管
理
係

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
環
境
管

理
係

℡（
32
）
３
９
０
４

三
重
県
尾
鷲
保
健
所

℡（
23
）
３
４
６
１

狂
犬
病
予
防
注
射
と

　
　
　
　

犬
の
適
正
飼
養
に
つ
い
て

月

４
月
13
日 

火

４
月
14
日 

水

４
月
15
日 

金

４
月
17
日 
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Town Information

　

職
場
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
以

外
は
、
必
ず
住
所
の
あ
る
市
区
町
村

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
脱
退

が
あ
っ
た
場
合
は
14
日
以
内
に
届
け

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
国
民
健
康
保

険
の
加
入
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

①
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
、
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

と
き

②
退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
を

脱
退
し
た
と
き

③
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
（
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
な
い
場
合
）

④
生
活
保
護
が
廃
止
さ
れ
た
と
き

届
け
出
に
必
要
な
も
の

○
転
入
届
（
他
の
市
区
町
村
か
ら
転

入
し
た
と
き
）

○
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書

○
生
活
保
護
廃
止
決
定
通
知
書

○
印
鑑
（
認
め
印
可
）

国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
き

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
国
民
健
康
保

険
の
脱
退
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

①
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

②
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
、
ま
た

は
他
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
と

な
っ
た
と
き

③
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

④
生
活
保
護
が
開
始
さ
れ
た
と
き

届
け
出
に
必
要
な
も
の

○
国
民
健
康
保
険
証

○
職
場
の
健
康
保
険
証
（
被
扶
養
者

の
方
も
全
て
）

○
生
活
保
護
開
始
決
定
通
知
書

○
印
鑑
（
認
め
印
可
）

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
が
遅
れ
る

と
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
し
、
加
入
日
か

ら
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

　

資
格
を
喪
失
し
た
後
に
、
国
民
健

康
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関
に
か

か
る
と
、
か
か
っ
た
医
療
費
を
全
額

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
国
保
・
年
金
係

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室
国
保
・
年
金
係

℡（
32
）
３
９
０
２

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み

の
総
重
量
の
約
４
割
は
生
ご
み
で
す
。

水
分
を
多
く
含
む
生
ご
み
の
処
理
に

は
、
膨
大
な
化
石
燃
料
を
消
費
す
る

た
め
、
生
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化

は
大
き
な
課
題
で
す
。

　

町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
町
民
の

皆
様
が
『
生
ご
み
処
理
機
』
を
購
入

し
た
際
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
い
た
だ
き
、
３
Ｒ（
リ

デ
ュ
ー
ス
：
発
生
抑
制
、
リ
ユ
ー
ス
：

再
使
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
：
再
資
源
化
）

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

対
象

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住

し
て
い
る
方
（
事
業
所
を
除
く
）

②
生
ご
み
処
理
機
の
設
置
場
所
が
紀

北
町
内
で
あ
る
方

③
生
ご
み
を
自
ら
の
家
庭
に
お
い
て

減
量
化
ま
た
は
資
源
化
す
る
方

区
分
及
び
助
成
金
額

○
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

　

１
世
帯
に
つ
き
２
基
ま
で
と
し
、

購
入
価
格
の
２
分
の
１
で
上
限
１
０
，

０
０
０
円
（
総
額
）

○
電
動
生
ご
み
処
理
機

　

１
世
帯
に
つ
き
１
基
ま
で
と
し
、

購
入
価
格
の
２
分
の
１
で
上
限
３
０
，

０
０
０
円

※

助
成
金
交
付
後
５
年
以
内
は
同
じ

区
分
で
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※

予
算
の
範
囲
内
で
申
し
込
み
順
に

な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告
書

○
領
収
証
の
原
本
（
品
名
、
氏
名
な

ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）

○
交
付
請
求
書

○
振
込
先
の
預
金
通
帳

○
印
鑑

問
い
合
わ
せ

本
庁
環
境
管
理
課
廃
棄
物
対
策
係　

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
環
境
管

理
係　

℡（
32
）
３
９
０
４

くらし
保　険

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
に
つ
い
て

くらし
環　境

生
ご
み
処
理
機

　
　
　
　

購
入
費
助
成
金
の
ご
案
内

1016
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児
童
手
当

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手
当

て
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
家
庭
に

お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童

の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で

す
。

対
象

　

中
学
校
修
了
前
（
15
歳
に
な
っ
た

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※

出
生
や
転
入
に
よ
り
新
た
に
受
給

資
格
が
生
じ
た
場
合
や
、
転
出
や
児

童
を
監
護
し
な
く
な
っ
た
な
ど
の
事

由
が
生
じ
た
場
合
は
役
場
窓
口
に
届

け
出
が
必
要
で
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
育
成
さ
れ
て
い
る
家
庭
（
ひ

と
り
親
家
庭
）
な
ど
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

（
18
歳
に
な
っ
た
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
）
を

養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
養
育

者
な
ど

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の

状
態
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明
で
あ

る
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
が
継
続
し
て
１
年
以

上
遺
棄
し
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
刑
務
所

な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
母
の
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童

⑨
父
母
と
も
不
明
で
あ
る
児
童

※

公
的
年
金
の
受
給
な
ど
、
事
例
に

よ
り
手
当
て
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※

転
居
、
転
出
、
転
入
や
対
象
児
童

の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
の
制
度
で
す
。

対
象

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
監
督
・
保
護
し
て

い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方

※

障
が
い
の
程
度
、
障
が
い
に
よ
る

公
的
年
金
の
受
給
な
ど
事
例
に
よ
り

受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

転
居
、
転
出
、
転
入
や
対
象
児
童

の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。

そ
の
他

　

各
手
当
て
に
つ
い
て
は
所
得
制
限

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
福
祉
係

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
福
祉
保

健
係

℡（
32
）
３
９
０
４

施　策
福　祉

児
童
手
当
制
度
な
ど
の
ご
案
内

■各手当ての支給額

区分

児童手当

児童扶養手当
（全額支給の場合）

特別児童扶養手当

※児童手当の第 1 子などの数え方は、18 歳に達する日以後の最初

の 3月 31 日までの間にある児童の中で数えます。

※児童扶養手当、特別児童扶養手当は 4 月分（8月振込分）より額

改定が行われます。

15,000 円

　第 1・2子　  10,000 円
　第 3子　　　15,000 円

10,000 円

一律  　　　　5,000 円

42,000 円
47,000 円

　　      3,000 円ずつ加算

51,100 円
34,030 円

支給額（月額）

3 歳未満　　  
3 歳から小学校修了前
　

中学生　　　　
所得制限限度額以上の方
　　　　  　

子 1人　　　   
子 2 人　　   　
3 人目以降 1人につき
　　      
（平成27年4月分以降の金額）

1級　　　    　
2 級　　　    　
（平成 27年4月分以降の金額 )

要
で
す

Town Information



対象となる事業
○スポーツ活動による交流事業
○文化活動による交流事業
対象とならない事業
○営利を目的とする事業
○特定の政治活動または宗教活動に利用されるおそれの
ある事業
○観光、飲食を主たる内容とする事業
○ほかの補助金などの交付を受けて行う事業

対象となる団体（前年度に助成を受けた団体を除く）
次の全てに該当する団体
①町内に主たる事務所または主たる活動拠点がある団体
②町内在住または在勤者の 5名以上で構成する団体
③申請時点で 1 年以上の活動実績があり、次年度以降も
継続して活動する見込みがある団体
助成対象経費
交通費、宿泊費、消耗品費など（飲食にかかる経費は対象外）
助成額　1 団体につき予算の範囲内で上限 85,500 円
応募期限　5 月 29 日（金）
応募書類　本庁企画課で交付

　過ごしやすく、体を動かしやすい季節になってきました。町では運動に取り組むきっかけづくり
として健康ウォーキングを開催しています。
　日頃から運動する事は、生活習慣病や寝たきりなどの介護が必要な状態の予防につながります。第 3日曜日の健康
ウォーキングを活用しながら、日頃から運動を続け、健康を保ち、楽しみのある生活を送りませんか？

　自然豊かなコースと、大昌寺境内にある不動堂の天井
にはめこまれた極彩色の絵馬を眺め、こころも体もリフ
レッシュしませんか。

開催日時　4月 19 日（日） 午前 10 時～　※ 雨天中止
集合場所　赤羽公園駐車場

問い合わせ　本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

　紀北町民と四條畷市民の交流を促進し親睦を深めるため、スポーツや文化活動を通しての交流事業に対し、経費の一
部を助成します。ぜひご活用ください。

問い合わせ・申し込み  本庁企画課企画係  ℡46-3113

支援内容
必要経費の一部を支援
（1団体につき予算の範囲内で上限 10 万円）
対象事業
○元気なまちづくりの推進に貢献するもの
○安全・安心なまちづくりに貢献するもの
○子育て支援に貢献するもの
○女性や高齢者・障がい者の活動及び生活支援に貢献す
るもの
○学術、文化、芸術、スポーツの振興に貢献するもの
○環境の保全または美しいまちなみづくりに貢献するもの

応募対象　地域住民団体やＮＰＯ法人
事業実施期間
交付決定日から平成 28 年 2 月 29 日（月）までの間に
実施する事業
審査方法
審査（プレゼンテーション実施）により決定
（審査は 5月中、審査結果は 6月中旬を予定）
応募期限　4 月 30 日（木）
応募書類　本庁企画課及び海山総合支所総務室で交付
※事業内容など詳しくはお問い合わせください。

　町では、紀北町第１次総合計画後期基本計画の重点プロジェクトに沿って、地域を自らの力でより良くしていこうと
いう思いを持った住民の方々や団体による身近な地域の活性化や課題の解決に向けた自主的・主体的な取り組みに対し
て支援する「地域づくり活動支援事業」を実施します。

問い合わせ・申し込み  本庁企画課企画係  ℡46-3113

元気なまち

18
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4月の新刊案内

書館
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  April  

      　　 　　　

町民センター図書室から
「幻肢」
　　　　　　　　/島田荘司

 「がっこういこうぜ！」
                       /もとしたいづみ

児童図書館から
  「屋根ひとつ お茶一杯　魂
　を満たす小さな暮らし方」
                     /ドミニック・ローホー

多目的会館図書室から

「まるてん いろてん」/ 中辻悦子
「ぞうのボタン」/ うえののりこ
「ティモシーとサラ ちいさなとしょかん」
　　　　　　　　　　　　　/ 芭蕉みどり
「デイビッドがっこうへいく」
　　　　　　　　/ デイビッド・シャノン
「こうじげんばのいちねん」
　　　　　　　　/ オリビア・ブルックス
「こぐまのクーク物語 バースデーパー
ティー」/ かさいまり
「５分後に意外な結末③白い恐怖」
　　　　　　　　　　　/ 学研教育出版編
「キャラクター折り紙あそび」
　　　　　　　　　　　/ いしばしなおこ

※4 月　2 日（木）は「国際子どもの本の日」、

「図書名」/著者名
「聖地巡礼ビギニング」/ 内田樹 釈徹宗
「聖地巡礼ライジング 熊野紀行」
　　　　　　　　　　　　/内田樹 釈徹宗
「ノンフィクションは死なない」/ 佐野眞一
「老いてさまよう 認知症の人はいま」
　　　　　　/ 毎日新聞特別報道グループ
「今日も嫌がらせ弁当」/ttkk
「男の子の 本当に響く 叱り方ほめ方」
　　　　　　　　　　　　　　/ 小崎恭弘
「材料入れてコトコト煮込むだけレシピ」
　　　　　　　　　　　　　　　/ 堤人美
「深夜12 時過ぎまで働くサラリーマンで
も難関資格が取れる勉強法」/ 山田浩司

※ 今月の図書『幻肢』の紹介「事故によ
　り記憶喪失を患った糸永遥。治療のた
　め磁気治療法を試したその日からかつ
　ての恋人の幽霊が現れるようになる。
　次第に遥は失われた記憶を思い出して
　いくのだが・・・脳の不思議が生み出
　す島田荘司こん身のミステリー」

【一般図書】
「ビブリア古書堂の事件手帖6 ～栞子さ
んと巡るさだめ～」/ 三上延
「テミスの剣」/ 中山七里
「オネスティ」/ 石田衣良
「夢をかなえるゾウ3 ブラックガネー
シャの教え」/ 水野敬也
「捏造の科学者 STAP 細胞事件」
　　　　　　　　　　　　　/ 須田桃子
「21 世紀の資本」/ トマ・ピケティ
「スープジャーのお弁当 手作りスープ
はカラダにやさしい !! 」/ 奥薗壽子
「夢の本棚のあるインテリア」
　/ レズリー・ゲッディーズ＝ブラウン
【児童図書】
「かいけつゾロリのクイズ王」/ 原ゆたか
「ぼくのニセモノをつくるには」
　　　　　　　　　/ ヨシタケシンスケ

※延滞されている方は、至急返却お願い
　します。

「図書名」/著者名 「図書名」/著者名

「おはなし会」（多目的会館図書室）
4月11日（土）午後2時～
絵本の読み聞かせ、紙芝居をします。

「おはなし会」（多目的会館図書室）
4月11日（土）午後2時～
絵本の読み聞かせ、紙芝居をします。

「よみきかせの会」（児童図書館）
4月11日（土）午前10時30分～
えほんのよみきかせと、幼児向けの工作あそびをします。

「よみきかせの会」（児童図書館）
4月11日（土）午前10時30分～
えほんのよみきかせと、幼児向けの工作あそびをします。

町営住宅入居希望者募集
間取り募集棟 家賃（月額）

汐ノ津呂団地178号（1階）（相賀） 3DK（和3・台所・浴室・洗面・トイレ） 9,000円～13,400円

矢口白越団地1-A号（1階）（矢口浦） 3DK（和2・洋1・台所・浴室・洗面・トイレ） 15,700円～23,500円

入居指定日  6月15日（月）予定
応 募 期 間  4月 1日（水）～ 14日（火）
※応募者が募集戸数に満たない団地については、以降随
　時受け付けします。
応 募 基 準
①平成27年3月30日時点で、紀北町内に住所または勤務
　場所を有する方
②同居している親族、または同居しようとする親族があ
　る方
※昭和31年4月1日以前の生まれの方または身体障がい
　者その他の特に居住の安定を図る必要がある方は単身
　入居可能
③基準収入月額158,000 円以下（裁量階層に該当する場合
　214,000 円以下）

※基準収入月額とは、入居者及び同居者の過去1年間の
　所得から対象となる控除額を差し引き、12で除した額
　をいいます。
④町（市・村）税・国民健康保険料（税）・水道料などを滞
　納していない方及び持ち家がない方
⑤入居申込者（同居者含む）が暴力団員であるときは申し
　込みできません。
※収入によって家賃が変わります。
※申し込みが多いときは、選考になります。
※詳しくはお問い合わせください。

入居指定日  6月15日（月）予定
応 募 期 間  4月 1日（水）～ 14日（火）
※応募者が募集戸数に満たない団地については、以降随
　時受け付けします。
応 募 基 準
①平成27年3月30日時点で、紀北町内に住所または勤務
　場所を有する方
②同居している親族、または同居しようとする親族があ
　る方
※昭和31年4月1日以前の生まれの方または身体障がい
　者その他の特に居住の安定を図る必要がある方は単身
　入居可能
③基準収入月額158,000 円以下（裁量階層に該当する場合
　214,000 円以下）

※基準収入月額とは、入居者及び同居者の過去1年間の
　所得から対象となる控除額を差し引き、12で除した額
　をいいます。
④町（市・村）税・国民健康保険料（税）・水道料などを滞
　納していない方及び持ち家がない方
⑤入居申込者（同居者含む）が暴力団員であるときは申し
　込みできません。
※収入によって家賃が変わります。
※申し込みが多いときは、選考になります。
※詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ・申し込み
本庁建設課管理係　　　　　　　　℡46-3120
海山総合支所産業建設室土木係　　℡32-3903

4 月23 日（木）は「子ども読書の日」、　
4 月23 日（木）～ 5 月12 日（火）は、「こど
もの読書週間」です。春の一日、親子
で一緒にゆったり読書！！！ぜひ、図
書館に来てね～♪
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　今年で17年目を迎える下河内山林への植樹ツアー。
放置林に広葉樹を植えることで森林の機能を回復させ、
川や海を豊かにしようと、今年も多くの参加者ととも
に植樹を行いました。

下河内山林植樹ツアー

３/８　下河内山林

　赤羽小・中学校と志子小学校の合同で防災教室が開
かれました。炊き出し訓練や、楽しみながら防災に関
する知識を深めることができる防災すごろくなどを行
いました。

防災教室

２/2３　赤羽中学校

　6 回目となった三重紀北町海・山こだわり市では、
おでんやラーメンなど心も体もぽかぽかするメニュー
が多く出品されました。また 3 月14日開催の「きほく
ラブめし決定戦」を目前に控え、これまでのラブめし
グランプリ作品などの出品もあり、多くの来場者でに
ぎわいました。

第6 回三重 紀北町海・山こだわり市

2/２８　引本港

　町内の各中学校で卒業証書授与式が執り行われまし
た。在校生や保護者が見守るなか、中学校 3年間の思
いを胸に、新しいステージでの活躍を誓いました。

卒業証書授与式

３/９　潮南中学校



【平成27年2月1日～28日受付分】

お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります
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）
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三
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円

三
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円

三
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円

三
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円
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円

三
万
円

二
万
円

※本人または親族の方の了承を得て掲載しています。

（敬称略）

三 木 浦 診 療 所
西 村 整 形 外 科
南 輪 内 診 療 所

木 ノ 内 医 院
野口内科胃腸科医院
尾 辻 医 院

4/5
4/19
5/3

日
日
日

月日 尾　　鷲曜日 電　　話 紀　　北 電　　話
47 - 4346
32 - 2266
47 - 0890

28 - 2316
23 - 3210
27 - 3399

住　所　   子の名前　  保護者

長　島　  東　　碧葉　　孝卓

東長島　  東　　鷹成　    力也

東長島　  森　　茉凛　    公紀

上　里　  麻生　結月　    健

中　里　  松永　悠司　    理寛

相　賀　  下西　紗菜　    才規

上　里　  西村　依莉　    知謙

住　所　   氏　　名　　 （年齢）

東長島　  山　　久子    （79歳）

東長島　  濵田　忠三     （81歳）

東長島　  稲葉　　生　  （80歳）

長　島　  東　　保平     （93歳）

三　浦　  中村　秀子　 （92歳）

長　島　  宮下　佳苗　 （63歳）

三　浦　  西村　芳夫　  （78歳）

東長島　  和手　愛子      （89歳）

長　島　  東　　久由　 （95歳）

海　野　  望月　　寛　  （83歳）

東長島　  武岡　强二　  （88歳）

長　島　  橋倉　　　     （101歳）

東長島　  小西　春雄　 （89歳）

島　原　  谷　　　　　 （92歳）

東長島　  古畑さくみ　 （85歳）

上　里　  　村きみ子　 （89歳）

白　浦　  濵田　友也　 （82歳）

相　賀　  植村つゆの　 （79歳）

相　賀　  藤村　正子　 （50歳）

便ノ山　  玉津　　弘　 （79歳）

相　賀　  岩﨑とも子　 （63歳）

島勝浦　  西尾　よね　 （87歳）
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消防・警察だより
紀北医師会休日診療当番表

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ
運転免許証更新事務（毎週火曜日：午前9時～正午）
更新時講習 / 優良・一般（毎週火曜日：午後2時～）
※祝祭日に該当した場合、振り替えは実施しません。
※問い合わせは尾鷲警察署交通課免許係（TEL  25-0110)までお電話ください。

（2月末現在）

交通事故発生状況（2月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

 

※組合管内
　は、三重
　紀北消防
　組合管内
　の件数

(　)は前年比

三 重 県 内 １０，０７７
（－１７８）

１，２３９
（－１９１）

１６
（＋２）

１，６６９
（－３１１）

８，８３８
（＋１３）

尾鷲署管内
紀 北 町 ４８（－４）

１１５（－９） １４（－１１） １８（－１２）
４４（＋１）
１０１（＋２）

１（＋１）
１（＋１）

４（－５） ３（－１１）

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。
紀北医師会ホームページ　http://www.kihoku-med.or.jp/　

（救急医療情報システム TEL 22-1199）

０(－１) ０(±０)

０(±０)

０(±０) ２(±０)

２(－１)

海 山 区 ０(－２)

３(－２)

０(±０) ０(±０) ０(－１)

０(±０)

０(±０)

０(±０)

０(－１)

船　舶 航空機 その他

紀伊長島区 ２(±０) ０(±０) ０(±０) ０(±０)

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内 １(±０) ０(±０)

火 

災

救 

急
３９０(＋５４) ２７１(＋４８) １９(－２)

７６(－６)

５(＋１)

４(－６)

４９(－１)

８(－１)

６(－３) ９(＋３)

７８(＋８) ５６(＋４)

５７(±０)

９(＋４)

５１(＋９)

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

総件数 急　病 交通事故 一般負傷 その他

※4月からの紀北町の休日診療は、尾鷲市同様、第1・3・5日曜日となります。
　それ以外は、尾鷲総合病院のみで対応することとなります。
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今日からできる

『ちょい減らし』ポイント！『ちょい減らし』ポイント！

☆から揚げ（大）を ☆ ふだんの間食を

3 個食べる　約300kcal

スープまで全て食べると 2 本飲むと
6 ～ 8 時間

1 本飲むと
3 ～ 4 時間

塩分 5.1g

スープを半分残すと

塩分 3.5g

2 個食べる　約200kcal
洋菓子

1個 250 ～
500kcal 前後

和菓子
1個 120 ～
250kcal 前後

果物
みかん 2個
100kcal 前後

☆ラーメン全体の塩分は5.1g【麺0.3g：スープ4.8g】

※麺に付着する
　塩分は1.6ｇです

☆ビール（500ml）を肝臓で分解するには

　４月といえば新生活のスタートです ! ! 新生活が始まるにあたり、生活習慣を見直しをしてみてはいかがでしょうか？

　町では今日から実践できる生活習慣の改善方法「ちょい減らし＋10（プラス・テン）」を推進しています。余分なも
のをちょっと減らして、いつもより10分多く体を動かす！！ことです。では実際どのようにすればいいのか？今回は「ちょ
い減らし」のポイントをお伝えしたいと思います。

余分なものとは？ メタボになるとどうなるの？

　カロリーや塩分、アルコールなど、そ
れ自体が体に悪影響を及ぼすわけではあ
りませんが、どれもとり過ぎれば内臓脂
肪型肥満、脂質異常や高血圧、高血糖、
またこれらが合併したメタボリックシン
ドロームなどを引き起こす原因となるも
のです。

　メタボリックシンドロームは、そうで
ない人と比べて動脈硬化の進行が飛躍的
に高まり、メタボリックシンドロームが
引き起こす急速な動脈硬化は糖尿病をも
進行させ、合併症による失明や腎不全に
よる人工透析など、QOL（生活の質）を
著しく低下させます。

1 つ減らせば

約100kcal 減

スープを半分残せば
塩分は1. 6g 減

1 本に減らせば
肝臓の負担は半減

間食の種類を変えれば

プププララスス ・ テテンンプラス ・ テン

『『 ちょい減らし+10』『 ちょい減らし+10』

第 1 弾

カロリー半分以上カット

間

   

   

間

と
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マ
イ
コ

プ
ラ
ズ
マ

肺
炎

3 歳 6 ヵ月児健康診査

4月 9日（木）東長島公民館
H23.8.13 ～ 10.9 生まれのお子さん

☆対象者には、通知書を郵送します。忘れずに受診し 
　てください。　

【 対 象 】

感染症情報（2月16日～ 3月8日分）
紀北地区の感染症の動向をおしらせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス

感
染
症

2/16 ～ 2/22

2/23 ～ 3/1

3/2 ～ 3/8

感
染
症

胃
腸
炎

0
（人）

5
10
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25
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35

Ａ
群
溶
レ
ン

菌
咽
頭
炎

突
発
性

発
し
ん※4 月の健康相談はお休みです。

一般健康相談（血圧 ・ 尿検査など）

平成 27 年度 健康歩こう会 年間計画

お申し込みは、津本守久さん（℡47-1582）までお願いします。
※広報きほく 4月号にのみ年間計画を掲載しますので、切り取って保管してください。

歩くのは健康のもと　毎日少しずつ歩きましょう！歩くのは健康のもと　毎日少しずつ歩きましょう！歩くのは健康のもと　毎日少しずつ歩きましょう！

4 月 3日（金）

5 月 1日（金）

6 月 8日（月）

7 月 27 日（月）

9 月 9 日（水）

10 月 30 日（金）

11 月 16 日（月）

平成 28 年 1 月 13 日（水）

平成 28 年 2 月 16 日（火）

平成 28 年 3 月 25 日（金）

大阪城

津島

佐渡島　2 泊 3日

伊吹山

高野山

ヘブンス園原

赤目四十八滝

伊勢神宮

清水寺

嵯峨野トロッコ

日　　程 行　き　先
出発時刻 ( 交通手段：バス）

海山多目的広場 みえ熊野古道商工会

おしらせ

4月16日（木）東長島公民館
【対 象】

2 歳 6 ヵ月児歯科健康診査

H24.7.16 ～ 10.16 生まれのお子さんH24.7.16 ～ 10.16 生まれのお子さん

☆対象者には、通知書を郵送します。忘れずに受診し 
　てください。　
☆対象者には、通知書を郵送します。忘れずに受診し 
　てください。　

　平成27 年度のがん検診・各種健診の受診申し込み
を 4 月 10 日（金）まで受け付けています。まだ申し
込みをしていない方は、広報きほく3 月号に折り込
みの「がん検診・各種健診受診申込書」に必要事項を
記入のうえ、下記まで提出してください。（申込書は
役場窓口にも置いてあります）

【提 出 先】

平成 27 年度がん検診

・ 各種健診の申し込みについて

本庁福祉保健課、海山総合支所福祉環境
室、各出張所

4月13日（月）海山総合支所別館2階けんこうの広場
10：00 ～ 11：30
母子健康手帳

赤ちゃん相談

【時 間】
【持 ち 物】

4月15日（水）東長島公民館
10：00 ～ 11：00
母子健康手帳

【時 間】
【持 ち 物】

4月23日（木）東長島公民館
13：30 ～ 15：30
対象月齢に合わせた離乳食を学んでいただきます。
乳児の保護者（託児あり）

離乳食教室

【時 間】
【内 容】
【対 象】

☆参加希望の方は 4/17（金）までに本庁福祉保健課
　地域保健係までご連絡ください。（℡46-3122）

まだ間に合います！！

し 

査

７：００

７：３０

５：００

６：５０

６：３０

７：００

７：００

７：５０

７：００

７：００

７：４０

８：１０

５：４０

７：３０

７：１０

７：４０

７：４０

８：３０

７：４０

７：４０



24

 
   弁護士による無料法律相談を次のとおり開催
します。土地・相続問題などについてのご相談
をお受けします。
※秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

※各場所定員 10 名です。相談を希望される方
は前日までに本庁住民課住民係まで予約のご
連絡をお願いします。
※当事者間に係争がある場合、公平性を保つた
め、双方からのご相談は受けかねますので、
ご了承ください。

【問い合わせ】　
本庁住民課住民係　℡46-3117

日時：4 月 9 日（木）13：00 ～ 16：00
場所：紀伊長島消防署
※詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】　
紀伊長島消防署　℡47-0001

日時・場所：ご相談に応じます。
対象：こころの健康に関する悩みを持つ方やご
　　　家族
【問い合わせ・申し込み】　
本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122 

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

こころの健康相談

日程 時間 場所

  4月   9日（木）
13：30
～16：00

老人福祉センター
（海山区）

社会福祉会館
（紀伊長島区）

13：30
～16：00

4月 20日（月）

職種及び採用予定人員
給食調理員　2名（西小学校）
※西小学校に 7時間勤務
応募資格
紀北町に居住し、調理師免許取得者（または採用後 5年
以内に取得すること）で、普通自動車運転免許を所有し、
心身ともに健全な方
応募期間　4 月 1日（水）～ 15 日（水）
　　　　　8：30 ～ 17：15
　　　　　（ただし、土・日曜日は除く）
試験日及び会場　
4月 23 日（木）9：30 ～（受付 9：15～）
東長島公民館 2階研修室
試験内容　作文試験、面接試験
提出書類（各 1通）
①申込書兼履歴書
②健康診断書
③調理師免許証の写し（免許取得者のみ）
④普通自動車運転免許証の写し
※①②教育委員会本庁学校教育課、海山総合支所教育室
で用紙を交付
雇用期間　採用日から平成 28 年 3月 31 日まで
　　　　　※必要に応じて更新
賃金　本町が定めるところによる
その他　各種社会保険制度あり

問い合わせ・書類提出先
教育委員会本庁学校教育課学校教育係　℡46-3124
海山総合支所教育室教育係　　　　　　℡32-3905

紀伊長島区内小・中学校、幼稚園の給食業務代替職員
登録者も随時募集します。（常勤職員欠勤日の代替職員）

学校給食調理員募集
（平成 27 年 5 月 1 日採用予定）



　

　
　

　毎年4月に紀伊半島を舞台に開催しているクラ
シックカーによるイベント「La Festa Primavera 
2015」が、今年も北から南に向かって紀北町を通
過します。
　約 50 台のクラシックカーが参加し、タレントの
堺正章さんやラリードライバーの篠塚建次郎さん
も出場予定です。
　今年は、道の駅「紀伊長島マンボウ」がスタン
プポイントとなっていて、必ず全車両がストップし
ますのでゆっくりとご覧いただくことができます。
日時　4月 18 日（土）　9：25 ～ 10：25 ごろ
（時間は道路事情などで前後することがあります）
場所　
スタンプポイント　道の駅「紀伊長島マンボウ」
問い合わせ　本庁商工観光課観光係　℡46-3115

　平成 27 年 4 月分（５月納付分）から健康保険料
率は据え置きの 9.94％ですが、介護保険料率が
1.72％から1. 58％に変わります。
※全国健康保険協会三重支部発行の健康保険証を
お持ちの方が対象です。
問い合わせ
全国健康保険協会三重支部　℡059-225-3311

1925

全国健康保険協会（協会けんぽ）
三重支部からのおしらせ

44月号　 

おしらせ
La Festa Primavera 2015

 

　
　
　認知症の方を介護する方たちの交流会を開催し
ます。
　介護するうえでの不安・悩みを話し合い、仲間
作りや認知症、介護に関する情報のコツをつかみ
ませんか。
日時　4月 20 日（月）13：30 ～ 15：30
※ご都合のつく時間のみの参加も可能です。
場所　老人福祉センター 2階（海山区相賀）
対象　
○認知症の方を介護している方
○介護に関心のある方
※参加費・申し込みは不要です。
問い合わせ
紀北町地域包括支援センター（ほうかつ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  ℡47-0517
海山ブランチ（ほうかつ海山）　　　　℡33-0517

　この保険は、スポーツだけでなく文化活動・地
域活動・ボランティア活動などを行う団体も安心
して活動ができるようにつくられた保険で、傷害
保険と賠償責任保険がセットになっています。万
が一の事故に備えて、ぜひご加入ください。
対象　5 名以上の団体・グループ
保険期間
平成27年 4月1日（水）～平成28 年3月31日（木）
※4 月 1日（水）以降の申し込みは、加入日の翌日
から有効となりますが終期は同じです。
※補償対象となる団体活動や掛金・補償額など詳
しくは、教育委員会本庁生涯学習課または海山
総合支所教育室に設置の「スポーツ安全保険の
あらまし」をご覧ください。
問い合わせ
教育委員会本庁生涯学習課スポーツ振興係　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡46-3125
海山総合支所教育室教育係　　　　　　℡32-3905

認知症の方を介護する家族のつどい

ご存じですか？『スポーツ安全保険』
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　出口　紗々ちゃん

平成 26 年 4 月 30 日

祝１才、出口家４人目の宝

すずｃｈａｎ、生まれてきてくれてありがとう

すず

＜相賀＞昌則・知代さん

　加藤　あいり ちゃん

平成 26 年 4 月 24 日

どもならん我が家のアイドル   あいたん

１歳おめでとう   元気いっぱい大きくなぁれ

＜長島＞弘・えりかさん

中本　遥翔くん
平成 26 年 4 月17日

絵本大好き遥翔くん。　　　　　　　

元気にすくすく育ってね

は る と

＜相賀＞圭一・藍さん

　亀井　花菜ちゃん
平成 26 年 4 月 5 日

我が家のアイドルにこにこはなちゃん！
いつも元気な姿をみせてくれてありがとう

はな

＜上里＞公希・あやさん

堀内　麻衣ちゃん

平成 26 年 4 月 21 日

お歌が大好きな麻衣ちゃん

これからもいっぱいお姉ちゃんと笑顔みせてね。

ま い

＜相賀＞伸秋・寿子さん

入江　遥翔くん
平成 26 年 4 月 2 日

一才おめでとう！いつも笑顔のはると君。
これからもすくすく元気に育ってね

は る と

＜東長島＞輝佳・歩さん

宮原　要人くん
平成 26 年 4 月 19日

1 才おめでとう☆

いつもニコニコ笑顔のかなめくん

いっぱい食べてすくすく育ってね

かなめ

＜長島＞奈五・美和さん
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